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近年、情報通信分野において、基幹通信分野は光通

信による高速化が進んでいる。同じく、サーバーやルータ

など情報処理機器の高速化も進んでいるが従来の電気

配線では高速化にともなう伝送損失や遅延の影響によっ

て、その限界が見え始めてきている。これに対し、光によ

る信号伝送は電気に対して高速化は勿論のこと、低消費

電力化に著しいく効果があることから、今後サーバーやル

ータ或いはパソコンの内部まで光を使った信号伝送技術

のニーズが高まると予想される。報告者は、i 線露光装置

を用いたポリマー光導波作製技術の確立を目的として、

NPF の設備を利用した。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

スピンコーター、i 線露光装置 
 

【実験方法】 
ネガ型ポリマー材料をシリコン基板上にスピンコーター

を用いて塗布し、i 線露光装置で UV 露光を行った。UV
露光条件は 800 mJ～1800 mJ まで変えて行った。その

後、有機溶剤を用いて、パターンの現像とリンスを行っ

た。 
 

作製した 10 µm L/S パターンのレーザ顕微鏡イメージ

をFigure 1に示す。露光時間 1800 mJでは 10 µm L/S
パターンのスペース部分が解像されておらず、ポリマー材

料が残っているのに対して、800 mJ では明瞭なパターン

が得られた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

Figure 1 (a) Expose times : 800 mJ. 

 

Figure 1 (b) Expose times : 1800 mJ. 
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